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当第１四半期連結会計期間の世界経済は、一部の地域で金融不安等の不安定要素はあったものの、新興
国の内需拡大や各国の景気対策効果等により、回復傾向を示しております。 

わが国経済においても、公共投資は依然低い水準で推移しているものの、アジア諸国における経済成長

や政府の経済対策効果等により緩やかな改善傾向を示しております。 
当社グループの主力製品は、自動車産業の回復に伴いタイヤコードの需要が堅調に推移し、またソーワ

イヤが国内・中国で順調な伸びを示し、国内向けワイヤロープも前年同期に比し売上数量は増加しており
ます。 
このような状況のもと、当社グループでは各事業において拡販および収益改善に取り組み、当第１四半

期連結会計期間の売上高は15,558百万円と対前年同期で10.0％の増収になりました。 
利益面でも売上高の増加により、営業利益は273百万円（前年同期は388百万円の損失）、経常利益は

185百万円(前年同期は524百万円の損失)となりました。四半期純損益は、特別損失に資産除去債務会計基
準の適用に伴う影響額499百万円を計上し、380百万円の損失(前年同期は359百万円の損失)となりまし
た。 
セグメントの業績は次の通りであります。 
  
（鋼索鋼線関連） 
国内向けワイヤロープの販売数量は前年同期に比し増加しておりますが、海底ケーブル向けをはじめと

するワイヤ製品は減少しております。繊維ロープでは水産関係を中心に販売数量は減少しております。 
その結果、当事業の売上高は6,573百万円となりました。 
  
（スチールコード関連） 
タイヤコードの販売数量は国内・中国ともに需要が回復し、前年同期に比し増加しました。またソーワ

イヤの販売も国内外ともに順調に推移しました。 

その結果、当事業の売上高は5,402百万円となりました。 

  

（開発製品関連） 
道路安全施設はほぼ横這いで推移しましたが、橋梁関連においては前年同期を下回り、当事業の売上高

は1,489百万円となりました。 
  
（不動産関連） 
賃貸料改定の影響で売上高は前年同期に比し減少し、売上高は307百万円となりました。 
  
（その他） 
粉末冶金製品の売上が景気回復の影響で前年同期を上回り、石油製品で販売量の増加により増収となり

ました。 

その結果、当事業の売上高は1,784百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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 ①資産、負債及び純資産の状況 
当第１四半期連結会計期間末の総資産は、代金回収が進み売上債権が減少しましたが、たな卸資産が増

加し、前連結会計年度末と比べ83百万円増加の103,621百万円となりました。 
負債については、支払手形・買掛金の増加や資産除去債務の計上などにより、前連結会計年度末と比べ

1,272百万円増加の61,891百万円となりました。 
純資産については、株式相場の下落に伴うその他有価証券評価差額金の減少、四半期純損失の計上や配

当などにより、前連結会計年度末と比べ1,188百万円減少の41,730百万円となりました。 
  

 ②キャッシュ・フローの状況 
当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,355百万円増加

し、3,000百万円となりました。 
営業活動によるキャッシュ・フローは主に売上債権の減少により、3,601百万円の収入となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローは関係会社株式や固定資産の取得等により、1,870百万円の支出と

なりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払等により、379百万円の減少となりました。 

  

当社グループを取り巻く経営環境は、中国事業は堅調に推移する一方で、今後の主材料（線材）価格、
国内需要や公共事業の動向等、先行き不確実な要素も多く、予断を許さない状況が続くと考えられます。
このような状況の中で、当社グループでは引き続き需要の確実な捕捉とコスト削減に一層注力し業績向

上に努めると同時に、本年５月に公表いたしました中期経営計画「トータル・ケーブル・テクノロジーの
追求（ＴＣＴ－Ⅰ）」における施策を積極的に遂行し、成長への取り組みを一段と強化してまいる所存で
あります。 
当第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、売上高33,000百万円(前年同期31,641百万円)、

営業利益800百万円(前年同期3百万円)、経常利益500百万円(前年同期325百万円の損失)、当期純損失150
百万円(前年同期567百万円の損失)としております。 
通期の連結業績見通しにつきましては、平成22年5月13日公表の業績予想通り、連結売上高74,000百万

円、営業利益3,000百万円、経常利益2,600百万円、当期純利益1,200百万円としております。 

  

(利益配分に関する基本方針及び第２四半期の剰余金配当) 
当社グループは、株主に対する利益還元について連結業績に応じた利益の配分を基本にしつつ、安定的

な配当原資の確保と中長期的な事業環境の変化への備えとして内部留保を行っております。内部留保資金
は、将来にわたる株主利益確保に向けて、新規事業の展開、新製品の開発、国内外の生産販売体制の整
備、自己株式の取得などに活用する予定であります。 
当第２四半期末の剰余金の配当につきましては、第２四半期(累計)業績予想や今後の経営環境の厳しさ

を勘案して、誠に遺憾ではありますが実施を見送る見通しであります。 
なお、期末の配当につきましては、上記の配当方針に則り行う予定でありますが、金額については今後

の業績や財務状況等を総合的に勘案したうえで決定いたしたく、現時点では未定とさせていただき、開示
が可能となった時点で速やかに公表する予定であります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前
四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

①会計基準等の改正に伴う変更 

1)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用
当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成
20年３月10日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 
これにより、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

  

2)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 
当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日)を適用しております。 
これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ２百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は、501百

万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、506百万円で
あります。 

  

3)「企業結合に関する会計基準」等の適用 
当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12

月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「『研究開
発費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等に関す
る会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準
第16号 平成20年12月26日)、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会
計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 
  

②表示方法の変更 

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規
則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第１四半期連結
会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示しております。 
  
前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「貸倒引当金戻入額」

は、営業外収益総額の100分の10を超えたため、当第１四半期連結累計期間では区分掲記しておりま
す。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は２
百万円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,023 1,665

受取手形及び売掛金 17,531 20,751

商品及び製品 4,335 4,638

仕掛品 5,499 4,160

原材料及び貯蔵品 3,329 3,103

繰延税金資産 1,207 1,157

その他 4,978 4,770

貸倒引当金 △67 △71

流動資産合計 39,837 40,174

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,292 9,409

機械装置及び運搬具（純額） 14,836 15,044

土地 18,382 18,382

信託固定資産（純額） 8,106 8,181

建設仮勘定 767 469

その他（純額） 1,290 1,243

有形固定資産合計 52,677 52,731

無形固定資産 769 722

投資その他の資産

投資有価証券 5,844 5,394

繰延税金資産 1,604 1,608

その他 3,187 3,224

貸倒引当金 △325 △348

投資その他の資産合計 10,311 9,879

固定資産合計 63,757 63,332

繰延資産 25 30

資産合計 103,621 103,538
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,014 11,676

短期借入金 22,275 22,300

未払費用 3,014 2,814

賞与引当金 1,426 978

その他 1,668 1,965

流動負債合計 40,399 39,737

固定負債

長期借入金 2,000 2,000

繰延税金負債 76 81

再評価に係る繰延税金負債 6,651 6,651

退職給付引当金 3,889 3,770

役員退職慰労引当金 182 174

資産除去債務 506 －

信託長期預り金 6,561 6,544

長期前受収益 376 411

その他 1,248 1,248

固定負債合計 21,492 20,881

負債合計 61,891 60,619

純資産の部

株主資本

資本金 15,074 15,074

資本剰余金 8,571 8,571

利益剰余金 8,985 9,732

自己株式 △3,053 △3,052

株主資本合計 29,578 30,325

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △515 44

繰延ヘッジ損益 13 －

土地再評価差額金 10,046 10,046

為替換算調整勘定 5 △22

評価・換算差額等合計 9,550 10,068

少数株主持分 2,601 2,524

純資産合計 41,730 42,919

負債純資産合計 103,621 103,538
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(2) 四半期連結損益計算書

  【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 14,149 15,558

売上原価 12,182 12,813

売上総利益 1,966 2,744

販売費及び一般管理費 2,355 2,470

営業利益又は営業損失（△） △388 273

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 49 61

貸倒引当金戻入額 － 27

その他 70 63

営業外収益合計 124 156

営業外費用

支払利息 166 151

為替差損 － 47

その他 94 46

営業外費用合計 260 245

経常利益又は経常損失（△） △524 185

特別利益

投資有価証券売却益 14 －

特別利益合計 14 －

特別損失

投資有価証券売却損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 499

特別損失合計 0 499

税金等調整前四半期純損失（△） △510 △314

法人税等 △142 △4

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △309

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8 71

四半期純損失（△） △359 △380
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △510 △314

減価償却費 931 897

賞与引当金の増減額（△は減少） 523 448

退職給付引当金の増減額（△は減少） 119 118

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 501

支払利息 166 151

受取利息及び受取配当金 △54 △66

売上債権の増減額（△は増加） 3,237 3,229

たな卸資産の増減額（△は増加） △998 △1,255

仕入債務の増減額（△は減少） △3,466 286

その他 442 169

小計 390 4,166

利息及び配当金の受取額 58 69

役員退職慰労金の支払額 △92 －

利息の支払額 △175 △123

法人税等の支払額 △334 △511

営業活動によるキャッシュ・フロー △152 3,601

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3 △15

投資有価証券の売却による収入 66 －

関係会社株式の取得による支出 － △1,000

貸付けによる支出 △30 △46

貸付金の回収による収入 46 32

有形固定資産の取得による支出 △404 △679

有形固定資産の売却による収入 16 0

その他 21 △162

投資活動によるキャッシュ・フロー △287 △1,870

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 787 △50

配当金の支払額 △306 △309

自己株式の取得による支出 △5 △1

その他 11 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー 486 △379

現金及び現金同等物に係る換算差額 46 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 93 1,355

現金及び現金同等物の期首残高 1,756 1,645

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,849 3,000
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当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主要製品 

 
  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

鋼索鋼線 
関連事業 
(百万円)

開発製品
関連事業 
(百万円)

不動産
関連事業 
(百万円)

その他の
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

9,039 2,918 360 1,830 14,149 ― 14,149

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

33 26 ― 176 236 (236) ―

計 9,073 2,944 360 2,007 14,385 (236) 14,149

営業利益又は営業損失(△) △525 △246 207 175 △388 ― △388

区分 主要製品

鋼索鋼線関連事業 ワイヤロープ、各種ワイヤ製品、タイヤ用スチールコード

開発製品関連事業
道路安全施設、長大橋用ケーブル、橋梁の設計・施工、金属繊維、産業
機械、粉末冶金製品

不動産関連事業 不動産賃貸

その他の関連事業 繊維ロープ、網、石油製品

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号
平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、
経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。 
当社グループは、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスに

ついて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
従って、当社グループは事業部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「鋼索

鋼線関連」、「スチールコード関連」、「開発製品関連」及び「不動産関連」の４つを報告セグメントと
しております。 

  

 
  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械事業、粉末冶金事業及び石油事

業を含んでおります。 

  

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容(差異調整に関する事項) 

【セグメント情報】

(追加情報)

事業区分 主要製品

鋼索鋼線関連 ワイヤロープ、各種ワイヤ製品、繊維ロープ、網

スチールコード関連 タイヤ用スチールコード、ソーワイヤ、ワイヤソー、金属繊維

開発製品関連 道路安全施設、長大橋用ケーブル、橋梁の設計・施工

不動産関連 不動産賃貸

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 
(注)

合計鋼索鋼線 
関連

スチール
コード関連

開発製品
関連

不動産関連 計

売上高

  外部顧客への売上高 6,573 5,402 1,489 307 13,773 1,784 15,558

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

18 ─ 1 ─ 19 227 247

計 6,592 5,402 1,490 307 13,793 2,012 15,805

セグメント利益又は 
セグメント損失(△)

272 168 △323 143 259 13 273

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 259

「その他」の区分の利益 13

セグメント間取引消去 ─

四半期連結損益計算書の営業利益 273
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当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

   該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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